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① 「薬剤師として求められる基本的な資質」の修得
⇛評価の⽅法について

② 薬の専⾨職としての実践的な能⼒をする実習
⇛8疾患の実施について

③ ⼤学、薬局、病院の連携強化

薬学実務実習に関するガイドライン
平成27年2⽉ 薬学実務実習に関する連絡会議

改訂コアカリに基づく実務実習の3⼤ポイント
と北海道地区における実習
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①「薬剤師として求められる基本的な資質」の修得
卒業時までに修得されるべき「薬剤師として求められる基本
的な資質」を前提とした学習成果基盤型教育に⼒点
１．薬剤師としての⼼構え
２．患者・⽣活者本位の視点
３．コミュニケーション能⼒
４．チーム医療への参画
５．基礎的な科学⼒
６．薬物療法における実践的能⼒
７．地域の保健・医療における実践的能⼒
８．研究能⼒
９．⾃⼰研鑽
10．教育能⼒
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①「薬剤師として求められる基本的な資質」の修得
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＜学習成果基盤型教育＞
理想の薬剤師像

この薬剤師とはどういう⼈︖
どんなことが出来る⼈︖

↓
理想の薬剤師になるために

必要な能⼒・資質

能⼒・資質を⾝につけるために
必要な教育内容=コアカリ

⇛実習内容

必要な能⼒・資質が
⾝についているか

⇛評価対象



学習成果基盤型教育における評価
•必要な能⼒・資質が⾝についている⼈
＝必要とされるパフォーマンスを⽰すことができる
• 1つ1つのSBO（知識、技能、態度）は評価しない
•知識、技能、態度がすべて⾝について、総合的に必要
とされるパフォーマンスを⽰すことができるかどうか
を評価
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北海道地区における実務実習の評価⽅法

① 概略評価（ルーブリックによる評価）
② 実務実習記録による評価 薬局実習のみ
③ 実務実習⽣として必要な基本的態度の評価（指導記録）

•すべて、⽀援システム上での評価となります。
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評価基準【薬局】
•⽇本薬剤師会から提⽰されている評価基準に従う

•領域を8つに分類し、それぞれを評価する。
1. 薬学臨床の基礎（医療倫理）＜病院と共通＞
2. 医薬品の調製
3. 処⽅監査・医療安全
4. 服薬指導
5. 処⽅設計と薬物療法
6. 在宅医療
7. セルフメディケーション
8. 地域で活躍する薬剤師
•上記に加えて、実務実習⽣として必要な基本的態度
（北海道独⾃、病院と共通） 6



各領域に該当するSBO

• SBOはあくまでも、パフォーマンスレベルを評価するため
に、どのような点を確認すればよいのかを⽰すチェックポ
イント︕
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領域ごとの評価⽅法
1. 薬学臨床の基礎（医療倫理）
2. 医薬品の調製
3. 処⽅監査・医療安全
4. 服薬指導
5. 処⽅設計と薬物療法

6. 在宅医療
7. セルフメディケーション
8. 地域で活躍する薬剤師

•実務実習⽣として必要な基本的態度→ Ⅲ 指導記録

1〜5
Ⅰ ルーブリックによる評価

6〜8
Ⅱ 実習記録による評価
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Ⅱ 実習記録による評価
3領域をさらに5項⽬に分割して評価
6. 在宅医療
7. セルフメディケーション
8. 地域で活躍する薬剤師

地域におけるチーム医療
在宅医療、介護への参画
地域保健への参画
プライマリケア、セルフメディケーションの実践
災害時医療と薬剤師
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Ⅰ ルーブリックによる評価（資料5）
2. 医薬品の調製

アウトカム（学習成果）
この領域において、
学⽣がどのような能⼒を持っ
ていて、どのようなパフォー
マンスを⽰すことができるよ
うになればよいか

パフォーマンスレベル（ステップ1〜4）
ステップ4=薬剤師の⽬指すべき使命を実現できるレベル
ステップ3=実習中に到達すべきレベル
ステップ1=実習開始から2〜4週間程度かけて

到達できるレベル
ステップ0=未実施（評価できない）

評価の⼿引き
パフォーマンスレベルを決め
る際の参考となる具体的な⾏
動や、ルーブリックに記載さ
れた⽂章の解釈
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Ⅰ ルーブリック評価【⼊⼒画⾯】



Ⅰ ルーブリック評価の運⽤⽅法
•形成評価および実習終了時の評価に⽤いる。
【形成評価】
• 2〜4週間毎を⽬安に定期的に実施するが、
4週⽬、中間訪問前、8週⽬には必ず⾏う︕
• 学⽣による⾃⼰評価と薬剤師による評価を実施し、

評価後、薬剤師は学⽣にフィードバックを⾏う
→実習終了時にすべての領域でステップ3が⽬標︕

【実習終了時の評価】
• 実習終了時の評価をもって、施設側の評価は終了
※学⽣のパフォーマンスを評価するためには、パフォー
マンスを⽰す場⾯が必要︕
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実習時期ごとの到達度の⽬安
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薬局実務実習指導の⼿引き2018年版 ⼀部改変



Ⅱ 実習記録による評価
•⽇誌の記録の中から、実習⽣が該当の領域に関連する体
験をレポートにまとめて指導者に提⽰し、振り返りを⾏
うことをもって評価とする。
•⽇誌=体験をまとめた振り返りレポート

•指導薬剤師は、実習記録（⽇誌）に、該当の領域の実習
内容が記載されていることを確認する。
•確認した⽇付をシステムに記載していくことで、学⽣が
その領域の実習を⼗分に実施したかどうかを評価する。
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実務実習記録による評価の該当領域（例）

地域におけるチーム医療
• 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携を体験する。
• 地域医療を担う職種間で地域住⺠に関する情報共有を体験す
る。

在宅医療・介護への参画
• 在宅医療・介護に関する薬剤師の管理業務（訪問薬剤管理指導
業務、居宅療養管理指導業務）を体験する。
• 地域における介護サービスや介護⽀援専⾨員等の活動と薬剤師
との関わりを体験する。
• 在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変
化、⽣活環境等の情報収集と報告を体験する。
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現⾏のコアカリと
は異なり、全て
「体験」が求めら
れているが、深さ
は求められていな
い。



Ⅱ 実習記録による評価【⼊⼒画⾯】
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Ⅲ 基本的態度に関する指導記録

•基本的態度（8項⽬）︓⾝だしなみ、挨拶・返事、⾔葉
遣い、時間厳守、無断⽋席・遅刻、説明を聞く態度、居
眠り、報告・連絡・相談
•基本的態度について学⽣を注意した場合、どの項⽬を
いつ注意したか、指導記録をつける。
•ルーブリック評価、実習記録の評価には反映させない。
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Ⅲ 基本的態度に関する指導記録【⼊⼒画⾯】
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総括評価の⽅法

• 施設側の実習終了時のルーブリック評価
• 実習記録による評価
• 基本的態度に関する指導記録

• 上記3種類に基づいて、最終的に⼤学が判定する。

19



評価基準【病院実習】
•⽇本病院薬剤師会から提⽰されている評価基準を薬剤師業
務の実態に合うように改変

•領域を5つに分類し、それぞれを評価する。
1. 医療倫理＜薬局と共通＞
2. 処⽅箋調剤
3. 注射薬調剤
4. 薬剤管理指導業務
5. 病棟薬剤業務

•上記に加えて、実務実習⽣として必要な基本的態度
（北海道独⾃、薬局と共通）
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領域ごとの評価⽅法

1. 医療倫理＜薬局と共通＞
2. 処⽅箋調剤
3. 注射薬調剤
4. 薬剤管理指導業務
5. 病棟薬剤業務

•実務実習⽣として必要な基本的態度→ Ⅱ 指導記録
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I ルーブリックによる評価



Ⅰ ルーブリックによる評価（資料3）
4. 薬剤管理指導業務
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アウトカム（学習成果）
この領域において、
学⽣がどのような能⼒を持っ
ていて、どのようなパフォー
マンスを⽰すことができるよ
うになればよいか

パフォーマンスレベル（ステップ1〜4）
ステップ4=薬剤師初任者レベル
（実務上で最低限許容されるスピードが伴っていること）
ステップ3=実習中に到達すべきレベル
ステップ1=OSCE合格レベル〜実習開始から2週間程度で

到達できるレベル
ステップ0=未実施（評価できない）

評価の⼿引き
パフォーマンスレベルを決め
る際の参考となる具体的な⾏
動や、ルーブリックに記載さ
れた⽂章の解釈



Ⅰ ルーブリック評価の運⽤⽅法
•形成評価および実習終了時の評価に⽤いる。
【形成評価】
• 2〜4週間毎を⽬安に定期的に実施するが、
4週⽬、中間訪問前、8週⽬には必ず⾏う︕
• 学⽣による⾃⼰評価と薬剤師による評価を実施し、

評価後、薬剤師は学⽣にフィードバックを⾏う
→実習終了時にすべての領域でステップ3が⽬標︕

【実習終了時の評価】
• 実習終了時の評価をもって、施設側の評価は終了
※学⽣のパフォーマンスを評価するためには、パフォー
マンスを⽰す場⾯が必要︕
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Ⅱ 基本的態度に関する指導記録

•基本的態度（8項⽬）︓⾝だしなみ、挨拶・返事、⾔葉
遣い、時間厳守、無断⽋席・遅刻、説明を聞く態度、居
眠り、報告・連絡・相談
•基本的態度について学⽣を注意した場合、どの項⽬を
いつ注意したか、指導記録をつける。
•ルーブリック評価、実習記録の評価には反映させない。
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総括評価の⽅法

• 施設側の実習終了時のルーブリック評価
• 基本的態度に関する指導記録

• 上記2種類に基づいて、最終的に⼤学が判定する。

25



②薬の専⾨職としての実践的な能⼒をする実習
全ての実習⽣がどの実習施設でも標準的な疾患について広く
学ぶことを⽬的として「代表的な疾患」が提⽰
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Ⅰ. がん
Ⅱ. ⾼⾎圧症
Ⅲ. 糖尿病
Ⅳ. ⼼疾患
Ⅴ. 脳⾎管障害
Ⅵ. 精神神経疾患
Ⅶ. 免疫・アレルギー疾患
Ⅷ. 感染症

どの実習⽣が
どの実習施設に⾏っても
これらの疾患について
必ず学べるようにする︕



８疾患はどこまでやれば実施したと⾔えるのか︖
できない場合はどうすればよいのか︖

• 症例検討や服薬指導まで実施できる ○
＝最も理想的

• 持参薬確認や処⽅箋調剤であれば実施できる ○
＝処⽅意図の説明なども合わせて実施してもらえばOK

•症例検討も処⽅箋調剤も実施できない疾患がある
＝薬局実習では、できる限り8疾患を実施
→できない部分は病院実習でカバーする

（病院では、必ず8疾患を実施できる体制でマッチング済み）
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8疾患を実施したか
＝学⽣が⽇誌に、当該疾患
についての実習を受けたと
記載したかどうか
＝学⽣が学んだと認識する
必要がある



③⼤学・病院・薬局の連携強化
⼤学・薬局実習・病院実習の学習の連携を図り、
⼀貫性のある学習効果の⾼い実習を⾏う。

A) 実務実習計画書の作成⇛後ほど
B) 薬局実習・病院実習の⽬標の統合
C) ⼤学の関わり
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B)薬局実習・病院実習の⽬標の統合

•改訂前のコアカリ︓薬局実習、病院実習でSBOが
分かれていた→重複している部分も多かった。

•改訂コアカリ︓薬局実習、病院実習でSBOを統合
→重複を分担し、効果的な実習が可能に

＜薬局実習、病院実習の分担は︖＞
北海道地区調整機構で作成した「実習分担・SBO評価
観点表」を参照してください。
（P︓薬局実習、H︓病院実習）
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C)⼤学の関わり
初回訪問について〜3⼤学の違い

•北海道⼤学︓
実習開始前、学⽣も同⾏し訪問します。
•北海道科学⼤学︓
実習開始1ヶ⽉前から開始⽇までに、施設担当教員
が実習施設を訪問します。なお、II期以降は、先⾏
実習終了後から実習開始までの合間の2週間を⽬安
に施設担当教員が訪問します。
•北海道医療⼤学︓
実習開始前は電話にてご挨拶させていただき、実習
開始2〜4週間後に、教員が実習施設を訪問します。
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C)⼤学の関わり
【初回訪問】
•実習・実習⽣に関わる基本的な情報提供（これまでと同様）
•病院実習の場合→担当教員が薬局における実習状況を確認し
た上で訪問、情報提供（8疾患の実施状況、実習態度など）
•（状況に応じ）実習スケジュールの⼿交
【中間訪問】
•担当教員が「ルーブリック評価」、「基本的態度に関する指
導記録」を確認した上で訪問。評価状況に基づいて⾯談
（チェックリストは廃⽌）
•担当教員が「8疾患の実施状況」、「実習記録により評価す
る項⽬の実施状況（薬局のみ）」を確認した上で訪問、情報
提供
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病院、薬局双⽅か
ら、⽇誌、週報、
報告書、出⽋表が
閲覧できる。



C)⼤学の関わり

【中間訪問後】
•病院実習の場合→必要に応じ、8疾患の実施状況を担当教員
から施設へフィードバック
•薬局実習の場合→必要に応じ、実習記録により評価する項⽬
の実施状況を担当教員から施設へフィードバック
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I期、II期 評価トライアルの結果

• 51施設からの回答
•ルーブリックについて
（１）各ステップのパフォーマンスレベルを理解できましたか

→すべての領域で、7〜8割が理解できたと回答
→理解しにくかったとコメントのあった部分はQ&Aに反映

（２）観点を分けたほうがよい領域はありましたか 
→「分けたほうが良い領域がある」との回答は10％
→ルーブリックに反映（注射調剤）

（３）評価の⼿引きは理解できましたか 
→すべての領域で、8〜９割が理解できたと回答
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評価結果について（１）
•各領域の実習開始初期に、実習
⽣はステップ１に到達したか

•実習終了時に、すべての領
域で実習⽣はステップ3に
到達したか
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82%

18%

した
しなかった

54%
46%

した
しなかった



評価結果について（２）
•ルーブリックの最終評価結果 
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先⽣⽅へのお願い

•実習終了間際になって、パフォーマンス評価を実施し、
結果としてステップが低いままで実習が終了することのな
いように、実習中の早い段階から複数の評価の機会
（パフォーマンスを発揮する場⾯）を学⽣に与えるように
お願いします。
•実習終了時にすべての領域でステップ3に到達することを⽬
標に、実習中にステップ1からなかなか上に上がらない、ス
テップ3になかなか到達しないという学⽣がおりましたら、
どこが出来ていないのか、どこが⾜りないのかをこまめに
フィードバックしてくださるようにお願いします。
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